
令和５年度 青果物販売情勢について 

 

令和５年１１月９日（木）現在 

【 果  樹 】 

 

「りんご」 

各産地の出荷がまとまらず入荷量は少ないものの、末端の売価設定が高く末端消費は鈍い状況です。 

売り先からの注文も限定的な状況で相場は保合となっています。 

【単価】王  林 28玉 特秀 3200円  秀 3000円 

32玉 特秀 3200 円  秀 3000円 

サンふじ 28玉 特秀 3600 円  秀 3400円 

          32玉 特秀 3500 円  秀 3200円 

 

 

【 野  菜 】 

 

「きゅうり」 

先行産地と後続の宮﨑・高知産などの入荷が重なり産地混在の状況から流通在庫を抱えており相場を

下げて荷動きの回復を図る販売となっております。 

【単価】5㎏/箱 Ａ品 1400-1300円 Ｂ品 1200-1100円 

 

 

「春 菊」 

週末以降、気温が低下する予報から引き合いが見られる見込みとなっています。これまで相場を下げて

いたことから荷動き良く相場は保合となる見込みです。 

  【単価】150g パック ＡＬ 150-110円（北海道） 

             ＡＬ  90- 70円（東北・京浜） 

 

「に ら」 

 葉物全般に潤沢入荷が続くため、売り場を奪われないように弱めの相場展開が続く見込みです。 

 【日量】約 400ケース（5㎏/箱 100g 束×50） 

 【単価】100g束 ＡＬ 100-90円（北海道） 

ＡＬ  80-60円（東北・景品） 
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